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第１０期 事業報告書 
平成 29年 9月 1日〜平成 30年 8月 31 日  

特定非営利活動法人まいゆめ 

 

１．事業実施の概略 

 

 特定非営利活動法人まいゆめ（以下、まいゆめ）は、障がいのある方と家族及び関係

者が、地域で生き生きと生活できるための各種生活支援に関する事業を行い、地域福祉

社会の増進に寄与することを目的とし、下記の事業を実施しました。 

 

定款第 5 条第 6 号 児童福祉法に基づく障害児通所支援事業として下記の事業を実施

しました。 

１、主たる利用者を重症心身障害児とする放課後等デイサービス事業 

２、主たる利用者を重症心身障害児とする児童発達支援事業 

 

下記の事業に関しては、本年度は実施しませんでした。 

 

定款第 5条第 1号 居宅介護事業、生活介護事業 

第 2号 移動支援事業 

第 3号 介護保険法に基づく居宅介護サービス事業 

第 4号 介護保険法に基づく介護予防サービス事業 

第 5号 介護保険法に基づく居宅介護支援事業 

     第 7号 児童福祉法に基づく障害児相談支援事業 

第 8号 障害者総合支援法に基づく特定相談支援事業 

第 9号 障害者の日常生活を総合的に支援するための法律に基づく一般相談支援事業 

第 10 号 介護職員等による喀痰吸引等の実施に関する研修事業 

第 11 号 健康保険法に基づく指定訪問看護事業 

 

はじめに 

 

 平成 22 年の創立以来、まいゆめ（旧ふれ愛名古屋）は港特別支援学校エリア（以下、南

部エリア）を中心に事業を行い、どんなに思い障がいを持っていても地域の中で一人暮ら

しができるようにするため、必要なサービスや施設を創り、人財を育ててきました。平成

28 年 6 月には、かねてより強い希望のあった名古屋特別支援学校エリア（以下、北部エリ

ア）に新事業所を展開しました。 

 さらに、まいゆめは平成 29 年 2月 8 日付けで社会福祉法人ふれ愛名古屋として認可を受
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け、4月 1日より南部エリアの事業を社会福祉法人に移行しました。来春には重症児者の地

域生活を実現するための地域拠点としてこれからは特定非営利活動法人まいゆめと社会福

祉法人ふれ愛名古屋はふれ愛グループとして連携をし、地域に根ざした重症児者の地域福

祉社会の発展に努めていきます。 

 そして、『子ども達が笑顔で安全に健康で過ごす事が出来るように共に考え、共に歩み、

共に創っていくきます』という理念を変えることなく、今後も皆様のご期待に沿えるよう

邁進してまいります。 

 

 ２. 事業の実施に関する事項 

 

児童デイサービス事業部門 

 

重症児デイサービス miki（みき） 

 

ア. 事業概要 

所 在 地 ： 名古屋市西区上小田井二丁目 208番地の 1 

事 業 内 容 ： 放課後等デイサービス事業 

対 象 者 ： 主に重症心身障害児、医療的ケア児 

利 用 定 員 ： 5 名 

利 用 日 ： 月曜日から土曜日 ただし、年末年始（12/29～1/3）を除く 

サービス提供時

間 

： 学校開校日 

  時間①    10時～16時 

  時間②    13時～17時 

  学校休校日 10時～16時 

   

イ. mikiの特徴 

6 月で 2周年を迎え、3年目に突入しました。現在は、小学生 15 名、中学生 6名、高校

生 9名の子どもたちが利用してくれています。 

医療的ケアが必要、重度心身障がい児といわれる子どもたちが安心して過ごすことがで

きる場として、地域一端を担うことができるよう真摯に取り組んでいます。 

医療的ケアが必要な児も多く、小児医療に携わってきた看護師を中心とし、作業療法士

や保育士・児童支援員といった専門職が一体となり支援を行っています。子どもたちの

年齢、心身状態に合わせて、様々なスタッフが個々を惹きだすべく日々取り組んでいま

す。 

 

ウ. 取り組みの姿勢 

子どもたちの発達段階に合わせ一人ひとりとじっくりと関わりを持つことで児の豊か

な感情表出や成長をより促すことができるよう支援を行っています。学校卒業後の生活
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も視野に、家族と離れても安心して過ごすことができるよう、ゆっくりと関わりを持ち

関係性を築いていくことができるよう努めています。個別性にも配慮しながら、集団で

の活動にも取り組み、子ども同士で意識や刺激し合うことができるよう支援を行ってい

ます。 

 

エ. 今年度実施したイベント等 

デイサービス実施イベント 

9 月 調理実習「芋きんとん」 

10 月 ハロウィン 

（ご近所の施設や医院、飲食店さんにご協力いた

だき、仮装してお出掛け） 

12 月 クリスマス会 

4 月 お花見 

5 月 美容院 

6 月 サンポープ祭りにお出掛け 

7 月 調理実習「アイスクリーム」 

 

◎その他イベント（毎月、および随時行っている行事等） 

避難・防災訓練（月 1回） 

図書館へのお出掛け（月 1回） 

音楽療法（月 1回） 

  ※毎月の活動を企画し、季節に合わせた活動を行っています 

 

12 月 24 日「2018 年 ISOGAI 花火劇場 in名古屋港」にご招待いただき 3 家族にご参加いた

だきました。 

 

オ．研修等に関する事項 

 

1 研修 

9 月 5 日 第 2回 医療福祉サービスマネジメント研修 

9 月 6 日 第 2回 医療福祉連携マネジメント研修 

9 月 29 日～30 日 第 43回 日本重症心身障害学術集会 

10 月 3 日 第 3回 医療福祉サービスマネジメント研修 

10 月 4 日 第 3回 医療福祉連携マネジメント研修 

10 月 23 日 AED 使用方法についての研修 株式会社ヤガミ 

11 月 7 日 第 4回 医療福祉サービスマネジメント研修 

11 月 8 日 第 4回 医療福祉連携マネジメント研修 

12 月 5 日 第 5回 医療福祉サービスマネジメント研修 

12 月 6 日 第 5回 医療福祉連携マネジメント研修 



4 
 

1 月 16 日 第 6回 医療福祉サービスマネジメント研修 

1 月 17 日 第 6回 医療福祉連携マネジメント研修 

2 月 6 日 第 7回 医療福祉サービスマネジメント研修 

2 月 7 日 第 7回 医療福祉連携マネジメント研修 

3 月 6 日 第 8回 医療福祉サービスマネジメント研修 

3 月 7 日 第 8回 医療福祉連携マネジメント研修 

  

2 自立支援連絡協議会 

西区自立支援連絡協議会への参加 

9 月 19 日 第 1回 児童グループ 

10 月 17 日 第 3回 事業所部会 

11 月 15 日 児童グループ主催「愛知県立名古屋特別支援学校 見学会」 

11 月 22 日 第 1回 人材育成グループ 

5 月 16 日 第 2回 人材育成グループ 

6 月 20 日 第 3回 人材育成グループ 

6 月 21 日 第 1回 事業所部会 

7 月 27 日 人材育成グループ主催「西区事業所見学ツアー」への参加 

  

 

3 全国重症児デイサービス・ネットワーク支部会等への参加  

2 月 11 日～12 日 第 4 回 全国重症児デイサービス・ネットワーク 全国大会

in関西 

2 月 25 日 名古屋圏域支部会 ＠重症心身障がい児デイサービスゆう 

7 月 1 日 名古屋圏域支部会 ＠重症児デイサービスひろがり 1くみ 

 

4 会議 

利用者（児童）の状態把握や介護技術の向上のため、支援会議等を行っている。 

・ケア会議（随時） 

・支援会議（月 1回） 

  ・職員会議（月 1回） 
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重症児デイサービス mini（みに） 

 

ア. 事業概要 

所在地   ：名古屋市西区上小田井二丁目 207番地 

事業内容  ：児童発達支援事業 

放課後等デイサービス事業 

  対象者    ：主に重症心身障害児、医療的ケア児 

  利用定員   ：5 名 

  利用日     ：月曜日から土曜日 ただし、年末年始（12/29～1/3）を除く 

  サービス提供時間：学校開校日 

           時間①    10時～16時 

           時間②    13時～17時 

           学校休校日 10時～16時 

イ. miniの特徴 

現在は、1～6歳までのお子さん 16 名と小学生 6名がご利用してくれています。 

医療的ケアが必要、重度心身障がい児といわれる子どもたちが安心して過ごすことがで

きる場として、地域一端を担うことができるよう真摯に取り組んでいます。 

医療的ケアが必要な児も多く、小児医療に携わってきた看護師を中心とし、理学療法士

や保育士・児童支援員といった専門職が一体となり支援を行っています。子どもたちの

年齢、心身状態に合わせて、様々なスタッフが個々を惹きだすべく日々取り組んでいま

す。 

 

ウ. 取り組みの姿勢 

未就学の子どもたちには、家族と離れた場で過ごすことにも安らぎを感じすことができ

るよう、ゆっくりと関わりを持ち関係性を築いていくことができるよう環境整備に努め

ています。個別性にも配慮しながら、集団での活動にも取り組み、子ども同士で意識や

刺激し合うことができるよう支援を行っています。 

 

エ. 今年度実施したイベント等 

デイサービス実施イベント 

9 月 調理実習「芋きんとん」 

10 月 ハロウィン 

（ご近所の施設や医院、飲食店さんにご協力いた

だき、仮装してお出掛け） 

11 月 名古屋特別支援学校へ学習発表会を観にお出掛け 

12 月 クリスマス会 

4 月 お花見 

5 月 美容院 

6 月 サンポープ祭りにお出掛け 
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7 月 調理実習「アイスクリーム」 

 

◎その他イベント（毎月、および随時行っている行事等） 

避難・防災訓練（月 1回） 

図書館へのお出掛け（月 1回） 

音楽療法（月 1回） 

  ※毎月の活動を企画し、季節に合わせた活動を行っています 

12 月 24 日「2018 年 ISOGAI 花火劇場 in名古屋港」にご招待いただき 2 家族にご参加いた

だきました。 

 

オ．研修等に関する事項 

 

1 研修 

9 月 5 日 第 2回 医療福祉サービスマネジメント研修 

9 月 6 日 第 2回 医療福祉連携マネジメント研修 

9 月 29 日～30 日 第 43回 日本重症心身障害学術集会 

10 月 3 日 第 3回 医療福祉サービスマネジメント研修 

10 月 4 日 第 3回 医療福祉連携マネジメント研修 

10 月 23 日 AED 使用方法についての研修 株式会社ヤガミ 

11 月 7 日 第 4回 医療福祉サービスマネジメント研修 

11 月 8 日 第 4回 医療福祉連携マネジメント研修 

12 月 5 日 第 5回 医療福祉サービスマネジメント研修 

12 月 6 日 第 5回 医療福祉連携マネジメント研修 

1 月 16 日 第 6回 医療福祉サービスマネジメント研修 

1 月 17 日 第 6回 医療福祉連携マネジメント研修 

2 月 6 日 第 7回 医療福祉サービスマネジメント研修 

2 月 7 日 第 7回 医療福祉連携マネジメント研修 

3 月 6 日 第 8回 医療福祉サービスマネジメント研修 

3 月 7 日 第 8回 医療福祉連携マネジメント研修 

  

2 自立支援連絡協議会 

西区自立支援連絡協議会への参加 

9 月 19 日 第 1回 児童グループ 

10 月 17 日 第 3回 事業所部会 

11 月 14 日 一斉清掃への参加 

11 月 15 日 児童グループ主催「愛知県立名古屋特別支援学校 見学会」 

11 月 22 日 第 1回 人材育成グループ 

5 月 16 日 第 2回 人材育成グループ 

6 月 20 日 第 3回 人材育成グループ 
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6 月 21 日 第 1回 事業所部会 

7 月 27 日 人材育成グループ主催「西区事業所見学ツアー」への参加 

 

3 会議 

利用者（児童）の状態把握や介護技術の向上のため、支援会議等を行っている。 

・ケア会議（随時） 

・支援会議（月 1回） 

  ・職員会議（月 1回） 

 

 

３. その他 

 

●地域生活の実現に向けた取り組み 

このエリアで「地域生活の実現＝地域で一人暮らしができる」ためには、児童デイサ

ービスをはじめとした児童分野の支援だけでなく、生活介護等の一生を支える資源が必

要です。今期は、関係の皆様と打ち合わせを複数にわたって行い、平成 3１年に生活介

護を設立することに向けた議論を進めました。名古屋特別支援学校エリアにて、生活介

護と放課後等デイサービスの多機能型事業所の新設を決定し、契約に至っております。 

また、児童デイサービス部門で定員を超える利用希望が集まるなど、今後の児童デイ

サービス運営に向けての方針についても議論を進めました。 

 

●ペイントイベント実現 

 平成29年7月より新事業所にて稼働している重症児デイサービス miniの壁面にペイ

ントするイベントを実施しました。このイベントでは、新事業所の壁面を完成させる上

で、当施設利用者だけでなく、地域や社会を巻き込んだイベントとしての開催となりま

した。地域企業の協賛をいただき、クラウドファンディングは目標を上回る寄付をいた

だき達成しました。天候不良による順延、当日を迎えましたが、地域の方にも多数ご参

加いただき、無事に壁面を完成させることができました。 


